
Ⅱ. JIS A 1481 による建材製品中のアスベスト含有率測定方法 

 

1 概要 

表 1 建材製品中のアスベスト含有率測定方法と測定概要 

JIS 番号 分析方法 概要 

JIS A 1481-1 

(ISO22262-1) 

偏光顕微鏡法 

（PLM） 

走査電子顕微鏡法 

（SEM） 

透過電子顕微鏡法 

（TEM） 

建材製品中及び天然鉱物中のアスベスト定性分

析に適用可能。 

双眼実体顕微鏡を用いて調べ、試料を適切な浸

液媒体に浸し標本を作製し、偏光顕微鏡（PLM）に

よる同定を行う。任意に SEM 又は TEM で同定を行

ってもよい。層別分析。 

JIS A 1481-2 X 線回折分析方法及び 

位相差・分散顕微鏡法 

建材製品中のアスベスト定性分析に適用。 

X 線回折分析方法及び位相差・分散顕微鏡によ

る定性分析によって、アスベスト含有の有無を判定

する。ただし、X 線回折分析によってバーミキュライ

トが認められた場合は、塩化カリウム処理を行い、X

線回折分析を行う。 

JIS A 1481-3 X 線回折定量分析方法 JIS A 1481-2 によりアスベスト含有と判定された

建材製品中のアスベスト定量分析に適用。 

基底標準吸収補正法による X 線回折定量分析

方法によってアスベスト含有率（質量分率）を定量

する。 

JIS A 1481-4 

(ISO22262-2) 

偏光顕微鏡法 

（PLM） 

走査電子顕微鏡法 

（SEM） 

透過電子顕微鏡 

（TEM） 

JIS A 1481-1 によりアスベストが同定され、質量

分率が 5%未満と推定される試料や信頼性に欠ける

ような低濃度のアスベストがマトリックス材料に添加

された試料のアスベスト定量分析に適用。 

マトリックス質量低減法及び PLM 又は SEM によ

るポイントカウンティングによって定量する。ただし、

タルクの場合は SEM 又は TEM 用の分析試料を調

整し、繊維を数えて定量する。 

JIS A 1481-5 

(ISO22262-3) 

X 線回折定量分析方法 JIS A 1481-1 によりアスベストが同定され、推定

質量分率がおよそ5%未満であることが判明している

建材製品中のアスベスト定量分析に適用。基底標

準吸収補正法による X 線回折定量分析方法によっ

てアスベスト含有率（質量分率）を定量する。 



2 JIS A 1481-1（建材製品中及び天然鉱物中のアスベスト定性分析）分析フロー 

 

図 1 JIS A 1481-1 分析フロー 

 

3 JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト定性分析）分析フロー 

 
図 2 JIS A 1481-2 分析フロー 

偏光顕微鏡による同定

アスベスト検出 繊維が全て非アスベスト

無作為に分取した試料で標本を作製

偏光顕微鏡による同定

アスベスト検出 アスベスト不検出

肉眼及び実体顕微鏡による予備観察

前処理

実体顕微鏡観察

繊維検出 繊維不検出

偏光顕微鏡用標本の作製

試料調製（灰化・酸処理・浮遊沈降）

肉眼での観察

試料受取

試料の採取・運搬・保管

試料の前処理（研削、加熱、粉砕）

一次分析試料の調製

二次分析試料の調製

判定基準によりアスベスト含有の有無の判定

一次分析試料を使用し
た吹付けバーミキュライ
トの分析方法

Ｘ線回折分析法によ
る定性分析

位相差・分散顕微鏡
による定性分析

バーミキュライトの
回折線ピーク

アスベスト含有 アスベスト含有せず



一次分析試料が吹付け材で、Ｘ線回折分析方法による定性分析によってバーミキュライトが

認められた場合、吹付けバーミキュライトによる定性分析方法によりアスベスト有無の判定を行

う。 

 

 

図 3 吹付けバーミキュライトの定性分析フロー 

 

 

4 JIS A 1481-3（建材製品中のアスベスト定量分析）分析フロー 

 

図 4 JIS A 1481-3 分析フロー 

  

標準試料の回折ピーク面積を下回る場合

回折ピーク アスベスト含有なし

アスベスト含有

吹付けバーミキュライト

塩化カリウム処理

クリソタイル、トレモライト／アクチノライト

標準試料の回折ピーク面積の算出

アスベストの有無の分析

回折ピークなし回折ピークあり

 標準試料の回折ピーク
 面積を上回る場合

基底標準吸収補正法を用いたX線
回折分析法による定量分析実施

アスベスト含有率算出

 アスベスト含有率算出

定量用二次分析試料の調製

残渣率が0.15を超える場合

定量用二次分析試料から必要量採取

定量用三次分析試料の調製

基底標準吸収補正法を用いたX線
回折分析法による定量分析実施

アスベスト含有率算出

残渣率が0.15未満の場合

基底標準吸収補正法を用いたX線
回折分析法による定量分析実施

含有率が5%を超えることが
予想される場合

含有率が5%未満であることが
予想される場合

アスベスト含有試料



5 JIS A 1481-4 (アスベスト低濃度試料の定量分析方法)分析フロー 

 

図 5 JIS A 1481-4 分析フロー 

※質量分率が 5%未満と推定される試料や信頼性に欠けるような低濃度のアスベストがマトリッ

クス材料に添加された試料 

 

 

 

6 JIS A 1481-5 (建材製品中のアスベスト定量分析)分析フロー 

 

図 6 JIS A 1481-5 分析フロー 

 

 

 

 濾過・乾燥後の沈殿物、浮遊物、繊維束、最終残渣の秤量

顕微鏡試料作製

 アスベスト含有率算出

偏光顕微鏡又は走査電子顕微鏡による
ポイントカウンティング

アスベスト含有試料 ※

マトリックス質量低減法（灰化、酸処理、浮遊沈降）

ポイントカウンティング用のフィルタの準備



7 JIS A 1481 規格群（建材製品中のアスベスト定性分析・定量分析）フロー 

 

図 7 JIS A 1481 規格群の建材製品中のアスベスト定性分析・定量分析フロー 
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